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第５・６年複式学級道徳学習指導案 

                          

日 時 平成２２年１１月２日（火）５校時 

場 所 ５・６年教室 

児童数 ５年１０名 ６年６名 計１６名              

指導者 菊 池  国 子 

 

１ 主題名   自分のよさを生かして   １－（６）向上心、個性伸長 

 

２ 資料名   天女、再び宇宙へ （学研） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）価値について 

内容項目１－（６）は「自分の特徴を知って、悪いところを改めよいところを積極的にのばす」

ことを指導内容としている。これは、高学年になって初めて扱われ、個性の伸長を図るために積極

的に自分のよさや特徴を伸ばそうとする態度を育てようとする項目である。    

   人間はそれぞれ計り知れない無限の可能性をもっている。それは個性であり､能力である。一人ひ

とりの顔が違うようにその個性や能力も千差万別である。したがって他の人との比較によって自分

の長所・短所を決めるのではなく、深く自分を見つめることによって、自分の特徴に気づくことが

大切である。そして、自己の目標達成のために、自分の長所をのばす努力を惜しまない人間の育成

を図っていきたい。そして同時に短所にも気づき、それを改めることが自分をのばすために大切で

あることを理解して、そのように心がけられるような態度を育てていきたい。 

 

（２）資料について 

本資料は、日本人初の女性宇宙飛行士向井千秋さんが再び宇宙へ飛び立ち、様々な実験に取り組む

話である。 

向井千秋さんが平成6年7月8日、スペースシャトル「コロンビア」で宇宙に向かい、いもりのふ

化やめだかの産卵などの実験を行い貴重な記録を持ち帰ってから、早4年が経った。平成10年、向

井千秋さんは、再びスペースシャトル「ディスカバリー」で宇宙へ旅立ち、9日間の滞在で約30種

類もの実験に取り組む。医師から宇宙飛行士の道へと進んだ向井千秋さんだからこそ「医科学」と「生

命科学」の2分野にまたがる実験をこなせたのである。向井千秋さんが行う実験の様子からスペース

シャトルの飛行が冒険の時代を終え、「仕事場は宇宙」の時代の始まりを強く印象づけられたのであ

る。 

この資料を通して、宇宙飛行士という自分の目標に向かって興味と好奇心を土台として努力を積み

重ね、夢を実現させた向井千秋さんの生き方に着目させ、自己と重ね合わせて考えさせたい。 

 

（３）児童について 

児童は、明るく素直で、友達とうまく関わろうとする子が多いが、自分の本音を言えず、友達の言

うがままに行動することもある。組み合わせの変わらない４年目の複式学級であるため、下学年であ

る5年生は、6年生に遠慮したり、6年生に頼ったりする場面が見られる。一方6年生は、上学年と

しての意識はあるが、言動が一致しないこともある。また、友達のよさや性格がわかり、それらを認

め合って生活している反面、自分のよさや個性を認識できないでいる児童もいる。   

価値項目についての意識調査の結果、5年生は全体的に高かった。6年生は、全体的に低かったが、 

「個性伸長」は高い意識結果であった。5 年生6年生ともに意識は高いが、日常の様子を見ていると

行動が伴わないことが多く、これは、自己を見つめる力が育っていないためと考えられる。 

そこで、この資料を通して、自分の興味や好奇心を追求する主人公に共感させ、自分の気持ちと重 

ね合わせながら自分らしさを知り、自分のよさや個性をどのようにのばしていくかについて考えさせ

たい。 
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４ 本時を「要」として位置づけた指導構想図 

 

 特別活動 

・体験的活動 

道徳の時間 各教科等の学習 日常指導 

・その他 

 

４月 

 

 

 

 

 

 

 

５月 

 

 

 

 

 

 

7月 

9月 

 

 

 

 

 

10月 

 

 

 

 

 

11月 

 

 

１月 

 

 

２月 

 

 

３月 

 

 
 

○始業式・終業式 

 個々の目当てを

設定したり、それ

までの生活を振り

返ったりして、向

上への意欲を高め

る。 

○運動会 

進んで参加し、

運動に親しむとと

もに個々の役割を

果たし、達成感を

味わわせる。 

○陸上・水泳記録

会 

 個々の目標を設

定し、達成に向け

て努力する態度を

育てる。 

○学習発表会 

進んで参加し、

文化的活動に親し

むとともに、個々

の役割を考えなが

ら発表を成功させ

ようとする態度を

育てる。 

○卒業に向けて 

自分の成長を自

覚し、卒業文集を

作成する。 

成長を見守って

くれた家族やお世

話になった先生方

に感謝の気持ちを

表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◇日本の「まんがの神様」 

１-(６)向上心、個性の伸長 

 自分の個性について認

識し、個性を伸ばしていく

ためにどのような努力を

していけばよいのかにつ

いて考え、その努力を積み

重ねることの大切さを自

覚させる。 

◇「天女、再び宇宙へ」 

1-(6)向上心、個性の伸長 

 能力や性質など自分のも

っている個性や特徴を把握

し、自分のよさや得意な部

分を伸ばして、自分の人生

の中で生かしていこうとす

る態度を育てる。 

 

 

 

 

 

○学級活動 

 自分たちの学級

生活をよりよくし

ようとする態度を

育てる。 

○体育 

「水泳」「陸上運動」 

 目標を決めて練

習に取り組み、進ん

で体力や技能を向

上としようとする

態度を育てる。 

○社会 

「世界の人々との

つながりを広げよ

う」 

世界に目を向け

て、自分の未来は、

様々なところにつ

ながっていること

に気づく。 

 

○帰りの会 

「今日のキラリ」 

 友達のよさや

頑張りを認め

合う意識を高

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○行事の振り返

り 

 書く活動を取 

り入れ、自分の

がんばりやよ

さを見つめさ

せる。 
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５ 研究テーマにかかわって 

  「たくましい」 

努力を重ね、自分自身を磨き向上させる子ども 

 

 

 

＜仮説（１）児童の思考や話し合いを深める手立て＞ 

○ 発問の工夫 

  ・ 自分のよさを伸ばすために努力し続ける向井さんの人間性を共感的にとらえさせるために、向

井さんの夢がどのようにしてかなえられたのかを問い、多様な考えを引き出す。 

○ 板書の工夫 

   ・ あらゆることに対する興味と好奇心を土台として夢に向かって進む向井さんの向上心をとらえ

させるために、構造的な板書をする。 

＜仮説（２）役割演技や書く活動などの表現活動の位置づけ＞ 

○ 書く活動 

・ 学習をもとに、自分の長所を将来につなげ夢を叶えた向井さんについて思ったことを書かせ、道

徳的価値の自覚を深めさせる。 
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７ 本時の指導 

（１） ねらい 

     能力や性質など自分のもっている個性や特徴を把握し、自分の良さや得意な部分を伸ばして、自

分 

の人生の中で生かしていこうとする態度を育てる。 

（２）展開 

 

段階 

 

 

学習活動と主発問 

 

 

予想される児童の反応 

 

 

指導上の留意点 

（  ）：仮説に関わる事項 

 

 

導 

 

入 

 

 

 

５ 

分 

 

１ 宇宙に関する写真や映像を

見て、話し合う。 

 

 

 

・行ってみたい。 

・無重力での遊泳ができる。 

 

・宇宙飛行士へのあこがれ。 

・宇宙飛行士の仕事は大変。 

 

 

・映像や写真、新聞の記事な

どを生かして、宇宙をより

身近に感じられるようにす

る。 

 

・平成 6 年、向井千秋さんが

日本人初の女性飛行士とし

て「コロンビア号」で宇宙

へ行ったことや今回 2 度目

の宇宙飛行であることにも

触れておく。 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

２ 資料「天女、再び宇宙へ」を

読んで、向井さんの気持ちを考

えながら、向井さんの生き方に

ついて話し合う。 

 

（１）２回目の宇宙飛行中の向井

さんの気持ちを話し合う。 

「１分もむだにはできない

んだわ。」という言葉には、

向井さんのどんな気持ちが

込められているでしょう。 

 

 

 

（２）意欲的に実験を行う向井さ

んの気持ちについて話し合

う。 

なぜ、向井さんは意欲あ

ふれる仕事ぶりで実験を

こなしていったのでしょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・約三十種類の実験を９日間

でやりとげよう。 

・時間は短い。任された実験

をきちんとやりたい。 

・予定したことは、全てやり

通そう。 

・絶対、成功させたい。 

 

 

・宇宙で暮らせるようになる 

ために役立ちたいから。 

・多くの実験結果を残したい

から。 

・自分に任されたことをしっ

かりやろうとしているか

ら。 

・やり残すことがないよう頑

張ろうと思っているから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「１分もむだにはできない。」

という言葉に込められた思

いを問い、向井さんの実験

を成功させようとする前向

きな気持ちと強い決意をと

らえさせる。  （発問） 

      

 

 

・向井さんが意欲的に実験を

こなす理由を問い、将来の

人類に役立つ「宇宙ステー

ション」建設という大きな

目標に向かって頑張ってい

る向井さんの姿をとらえさ

せる。     （発問） 

 

・単に宇宙飛行士という使命

感だけでなく、粘り強く努

力することが向井さんの良

さであり、それを常に続け

ていることに気づかせる。 

 



58 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 
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分 

 

（３）自分の良さをのばす努力を

し、将来につなげた千秋さん

の生き方について話し合う。 

 

向井さんが宇宙飛行士に

なれたのは、なぜでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習したことを振り返る。 

 

  自分のよさをのばしてあ

こがれを現実のものにした

向井さんについて、心に残

ったことを書きましょう。 
 

 

・あらゆることに興味や関心

をもって、夢に向かって頑

張っているから。 

・常に、自分の中で夢をもち

続けてきたから。 

・あこがれを現実のものにす

るために、自分の良さを信

じて努力してきたから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・興味を持ったことにチャレ

ンジしていてすごいと思

う。 

・自分のよさをいかして、あ

きらめずに宇宙飛行士にな

るという夢を実現したから

えらいと思う。 

・向井さんのように、自分の

良さを伸ばしていきたい。 

 

・自分のよさを伸ばすために

努力し続ける向井さんの人

間性を共感的にとらえさせ

るために、向井さんの夢が

どのようにしてかなえられ

たのかを問い、多様な考え

を引き出す。  （発問） 

 

・小学校時代のあらゆること

に対する興味と好奇心が土

台になっていること、目標

をもち続けていることが、

向井さんのよさであること

をおさえる。  

 

 

・板書をもとに本時の学習を

振り返りながら、向井さん

の夢を支えたものと向上心

を確かめる。  （板書） 

 

・学習を振り返り、向井さん

の生き方について心に残っ

たことを書かせる。（書く） 

 

 

終 

末 

 

５ 

分 

 

４  夢の実現に向けて努力して

いる人の話を聞く。 

 

・夢を実現させるために頑張

っているんだ。 

・わたしも、自分のよいとこ

ろや好きなことをのばせる

ように、頑張ろう。 

 

 

・自分の良さをのばして夢に

向かって歩んでいる先輩を

紹介し、話をしてもらう。 
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